
「愛知県その道の達人」派遣事業 実施報告書 

達  人  名 中森 康之 先生 （俳句の達人）  

実  施  校 清須市立清洲中学校 

実 施 日 平成２０年１０月２８日（火曜日） 

実 施 学 級 ３年 選択国語 （３１人） 

授業の実際 

１ 本時のめあてを確認し、達人の紹介をする。 

２ 俳句の作り方のコツを達人から学ぶ。 

３ 作ってきた俳句を練り直す。（達人から直接指導を受ける） 

４ 練り直した俳句をカードに書いて紹介する。（ベスト俳句賞を決める） 

５ 授業を振り返り、感想を発表する。 

  

生徒の感想 

・ 今回の授業で初めて気づいたこともあって、とても楽しかった。俳句を
好きになりました。 

・ 初めは、俳句が１つの文になっていたけれど、少し余白を入れることで
人に何かを考えさせるところができてよかったと思う。 

・ 俳句を皆の前で発表するのは恥ずかしかったけれど、いろんな人の俳句
を読むことができてよかったです。またこのような授業を受けたいです。 

・ 俳句は難しいイメージが強かったけれど、楽しくできました。 
・ 俳句の作り方や、どうすればよいかなど知ることができてよかったです。 
・ 俳句を作ることがこんなにも楽しいものだと思わなかった。日本の文化
である、とても大切なものだと改めて感じた。 

・ 楽しく俳句を詠むことができてよかった。 
・ 日常の生活の中で自分が感動したことを自然に俳句にしている自分がお
もしろかった。選択国語で俳句を始めて本当によかった。 

・ 意外な発想が俳句の魅力を極めることがあることがわかった。 
・ 今まで俳句にあまり興味がなかったけれど、今日の授業を受けて、一つ
一つの俳句の意味をもっと知りたいと思いました。 

教師の感想 

・本来ならば直接お会いして打ち合わせをするべきだが、遠方のためメール 

で何度も打ち合わせを行った。データ等のやりとりもでき好都合であった。 

・授業時間がやや足りないと思ったが、事前に中森先生に俳句をメールで送

ることで授業がスムーズに進んだ。中森先生の授業準備のおかげです。 

・達人の指導に触れて、生徒たちの俳句作りへの興味が大いに高まった。 

 


